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西洋ナシ (ラ・ フランス )の適正着果量と果実品質について
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1 は じ め に

西洋ナシは,従来加工原料としてバートレットの生産を

中心に栽培されて来た。しかし,近年独特の風味がありま

ろやかな味をもつラ フランスが,生食用として人気をよ
び需要が増カロしている。そこで,生食用に適した良品質の

ラ フランスを生産するための適正な着果量について,昭
和59年 60年の 2か年間検討したので,その結果を報告す

る。

2試 験 方 法

(1)供試樹 ラ フランス/ヤマナシ台 20年生
② 試験区
1)2頂芽当たり1果区
2)4頂芽当たり1果区
に)試験規模 1樹 2区 2反覆 (主枝別処理 )
●)調査項目と方法
1)頂 (花 )芽数
1果当たりの頂芽数を調整するため,開花期に本葉 3枚

以上着生の全頂芽を調査した。

2)着果数
仕上げ摘果時 (落花40日後 )に全着果数を調査し,収穫

時に大きさ別に調査した。

●)着葉数
1果当たりの葉数と果実の大きさとの関係を調査するた

め,収穫直後に試験区ごと2～ 3本の側枝について全成葉

数を調査した。

に
' 
果実品質

収穫時に 1果重,果実の大きさ,硬度 (マ グネステー

表 1 試験区の内容

ラー 5/16イ ンチ針頭 ),糖度 ,酸度 (ク エン酸換算 ),
ヨード反応 (指数表示 5:完全染色,4:80%程度染色 ,
3:50%程度染色, 2:30%程 度染色, 1:10%以 下染
色 ),地色 (日本ナシ地色カラーチャート)について各区
10果を調査した。

(0 樹体調査

着果量が樹体に及ぼす影響をみるため,落葉後に日通り
の高さの新梢を20本調査した。

3試 験 結 果

1果当たりの着葉数は, 2か年同様の傾向を示 し,2頂
芽区は平均298葉 ,4頂 芽区は平均540葉であった (表
2 )。

表 2 1果当たりの葉数調査 〈昭 5960)

収穫果の大きさ別割合を 2年間平均してみると,2頂芽
区では,2L級 以 とが12%,L級 が168%,M級 が125
%,S級 が192%, 2S級が323%,3S級 が180%で あ
り,4頂芽区では , 2L級 以上が34%,L級 が332%,
M級が195%, S級 力'208%, 2S級 が182%, 3S級が
48%であった。この給果,2頂芽区はM級以上の果実割
合が低く305%であったのに対 し,4頂芽区はその割合が
高く561%であった〈図 1)。

果実の大きさ別にみた果実品質は,収穫時 ,可食時とも

に,果実が大きいものほど糖度が高く酸が低かった。また

果実が大きくなるにしたがい硬度は低くなり,地色はぬけ

て黄緑色を呈する傾向がみられ,熟度がわずかに進むと考

えられた (表 3)。

食味は,L級果が ,II酸適和で香味があり,果肉も溶質
で風味がよかった。それに比べ 2L～ 3Lの大果では,L

項目
試験区

全 葉 数
(枚 )

着 果 量
(菊

葉数/1果

2頂芽区

59年 895 3

60年 930 0

平均 9127 31 2

4頂芽区

59年 1033 0

604F 1394 8

平均 1213 9

話かど
全頂芽数

 ́  O茅 )

頂花芽数
(芽 )

着果数
C果 )
頂芽数/1果

2頂芽区

5蜂 521 3 231 8 1930 2 70

60年 725 0 417 0 386 5

平均 620 2 349 4 264 8

4頂芽区

59年 558 8 274 5 100 5

60年 9225 4313 236 8

平均 740 7 352 9 183 7
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注 調査果数は,3Lが 5果 ,その他の区は10果を調査。

表 4 着果量が新梢長に及ぼす影響

¨ 59/60

2頂芽区

30 7C購 26.9cn 876

2 1075

平 均 97 8

4頂芽区

1 1■ 9

2 105 7

平 均 34 5 108 9

級果に比べ果汁が少なく,果肉も組く不溶質で歯ざわりが

悪く香りも少なかった。M級は,L級 より食味はやや劣る
が,果汁が多く香りもあり2L級 より肉質も良かった。ま
た,S級以下の小果では,甘酸ともに少なく食味は劣る傾
向であった。

樹体の生育は,落葉時に新梢長を調査した結果,昭和5,

年では 2頂芽区と4頂芽区で差はなかったが,処理 2年目

のIrl和60年では,2頂芽区に比べ 4頂芽区が長かった (表
4)。

め

ラ フランスの優れた品質を備えた果実の大きさは,M
～L級 (200グ ラム台 )であり,こ の大きさの果実を安定

して生産するためには,着果量を仕上げ摘果時 (落果40日

後 )に 4頂芽に 1果とすることが必要である。また,この

時の 1果当たりの葉数は,50枚前後が適当と考えられる。

樹体に及ぼす影響は,落葉時の新梢長が処理 2年 F]で 2

頂芽区に比べ 4頂芽LXが長かったことから,今後更に検討

する必要がある。

表 3 果実の大きさ別品質調査 (収穫時,可食時 )(昭 60)

贔
収 穫 時  (10/23) 可食時 (12/2)

一果重
(′ )

テ

ヽ
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夕
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ヨ
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硬

“
糖 度
(BX)
酸
①

地 色 ・ド
応
ョ
反 業④

度
Ю
糖
Ｇ
酸
①
地 色

3L 376 6 335 0

2L 3149 136 0 26 30 3040

L 266 1 826 0 26 26 2562

M 220 8 22 2124

S 203 2 745 22 189 9

2S 175 6 10 174 5

3S 147 6 11 11 1416 127 37
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